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地理空間情報活用推進基本法では、

（目的）第一条

この法律は、現在及び将来の国民が安心して豊か
な生活を営むことができる経済社会を実現する上で
地理空間情報を高度に活用することを推進すること
が極めて重要であることにかんがみ、・・・

様々な分野・テーマによ
る地理空間情報・GISの活
用が期待されている

建設土木の分野

森林農業の分野

・・・

健康福祉の分野
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GIS・地理空間情報の利用者

期待される利用者

行政事務・研究・企業活動の場面で

国・地方公共団体の行政職員

大学・研究機関の職員

民間企業、商業・工業事業主

地域・コミュニティ活動の場面で

自治会、商店街

小学校、中学校、高等学校

・・・
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GIS・地理空間情報を交通安全の分野に活用
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＜＜思い＞＞
危険と思うこと
危険と思う場所

＜＜事実＞＞
危険なこと
危険な場所

地理空間情報を
活用した“思い”と
“事実”の重ね合
わせ・可視化

思い過ごし
の危険

思っていた
通りの危険

思ってもいな
かった危険

 2011年度GIS学会にて報告した事例

交通安全の分野への適用・活用事例

危険と思う場所と実際の事故とのギャップを可視化

“地域課題の気づき”にGIS・地理空間情報を活用
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発見した地域課題の共有
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本日の報告の概要

ご紹介する事例

農業・酪農分野への適用事例の紹介

2011年交通事故をテーマとした手法で実施

説明の流れ

酪農分野の地域課題と発見の方法

地理空間情報の活用結果

結果の共有方法の工夫
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酪農分野における課題
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農業・酪農分野には様々な課題がある

今回は、経営改善のための土地改良・草地更新に対
する地域課題の発見に着目
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酪農分野における課題

牧草地では、

牧草の収量・品質の確保のためには、

定期的な“草地更新”（牧草地の掘り返し）が必要

しかし現状では、なかなか実行されていない・・
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不良な土壌で
は良好な牧草
が育たない
（雑草）

栄養価の低い
資料では、良
質なミルクが

取れない

施肥や追加の
飼料調達のた
め費用が発生

収穫量が減り
収入に影響す

る
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酪農分野における課題

原因は、事実と異なる現状認識

自分の管理する牧草の品質は高いと思っている

営農者は、トラクターから降りない

牧草と思われるものを、収穫している（？）

結果、対策が遅れ、経営収支に影響が出る
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営農者の思いを意識した取り組みを
しないと、解決につながらない



GISCA 特別シンポジウム 2013年12月15日

酪農分野における地域課題と発見方法

地域課題の発見方法

事実との比較・ギャップから思い込みを可視化

事実確認には、リモートセンシング技術を活用

広範囲を定量的に分析することが可能

客観的に分析することが可能
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地域課題の発見に活用した地理空間情報
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地域課題の発見 その１

リモートセンシング技術による分析により、牧草地の状
態を客観的・定量的に分析できる

 どの圃場・牧草地が“悪い（雑草が多いか）”が分かる
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良好な牧草地

部分的に悪い牧草地

全面的に悪い牧草地
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地域課題の発見 その２

情報を組み合わせ、より多くの検討に活用

例：経営収支と組み合わせて、優先順位をつける

例：排水不良地を組み合わせて、対応方法を決める
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草地更新は、国・
行政から補助（補
助金）を受けること
ができるが、補助
金・自給飼料のバ
ランスから、一度に
全ての圃場を対象
にすることはできな
い

対策すべき圃場の優先
順位付けが必要
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結論 その１

酪農分野においても、地域課題の発見（気づき）にGIS
・地理空間情報を活用することができた

今回の事例では、課題の発見・共有だけでなく、対策
立案にもGIS・地理空間情報が役立つことが分かった
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課題の共有

対策の立案

対策の実行経過の確認

結果の評価

共有 共有

共有共有

共有

課題の発見
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地域課題の発見・共有方法の工夫

 GIS・地理空間情報は、

世の中に一般利用されていない・知られていない

知っている人が居ても“難しい”という印象が先行

分析結果の画面が切り替わるだけでは、なかなか
結果に対する納得感が得られない

そこで、今回はGISを使わず、

OHPシートにそれぞれの素材を印刷

アナログ手法によるGIS体験してもらった

各種の重ね合わせは、利用者自身で行う

重ね合わせのスピードやタイミングも利用者次第
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結論 その２

伝え方・共有の仕方を工夫することで、担当者の納得
感を引き出すことができた。

今回の結果の共有方法の工夫は、

GIS・地理空間情報の活用普及のポイントが隠されている？
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ありがとうございました

ご意見・ご指摘をお願いします
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